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一　

は
じ
め
に

平
貞
文
は
平
安
期
歌
人
、
歌
物
語
『
平
中
物
語
』
や
説
話
な
ど
に
見
ら
れ
る

好
色
譚
の
主
人
公
「
平
中
」
と
し
て
知
ら
れ
、「
色
好
み
」
の
属
性
を
以
て
語

ら
れ
る
。
多
く
の
場
合
、
彼
は
歌
人
と
し
て
よ
り
も
、
物
語
や
説
話
の
登
場
人

物
と
し
て
扱
わ
れ
、
実
際
の
平
貞
文
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
に
は
焦

点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

現
在
、
貞
文
と
「
平
中
」
と
い
う
呼
称
は
同
一
の
存
在
を
指
す
と
さ
れ
る
が
、

実
際
の
貞
文
と
物
語
や
説
話
に
描
か
れ
る
「
平
中
」
の
姿
は
必
ず
し
も
同
一
視

す
べ
き
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
い
。
事
実
、『
日
本
三
代
実
録
』
や
『
古
今
和

歌
集
目
録
』
な
ど
、
貞
文
と
近
い
時
代
の
伝
記
、『
古
今
集
』
な
ど
の
勅
撰
集

に
は
全
て
「
平
貞
文
」
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
貞
文
の
号
が
「
平

中
」
で
あ
る
と
い
う
記
録
も
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、『
平
中
物
語
』
や
『
大

和
物
語
』
な
ど
貞
文
を
モ
デ
ル
と
し
、
そ
の
詠
歌
を
用
い
て
創
作
さ
れ
た
物
語

で
は
全
て
「
平
中
」
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
。「
平
貞
文
」「
平
中
」
の
呼
称
が

併
用
さ
れ
、
貞
文
の
号
が
「
平
中
」
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
の
は
、
明
ら
か
に

虚
構
と
考
え
ら
れ
る
滑
稽
譚
を
載
せ
た
『
今
昔
物
語
集
』
が
初
例
で
、
そ
の
後
、

『
今
昔
物
語
集
』
の
滑
稽
譚
の
享
受
と
共
に
「
平
中
」
の
呼
称
は
貞
文
の
号
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
歌
人
の
平
貞
文
と
説
話
・
物
語
の
登
場
人
物

「
平
中
」
は
本
来
別
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
貞

文
を
モ
デ
ル
と
し
て
創
作
さ
れ
た
『
平
中
物
語
』
の
主
人
公
を
指
す
「
平
中
」

と
い
う
呼
称
は
、
あ
く
ま
で
も
創
作
さ
れ
た
物
語
の
登
場
人
物
を
示
す
呼
称
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
『
今
昔
物
語
集
』
以
前
の
物
語
で
は
「
平
中
」
と
い
う
呼

称
の
み
を
用
い
て
い
る
。
反
対
に
、
現
実
の
貞
文
を
指
し
示
す
場
合
は
「
平
中
」

と
い
う
呼
称
を
用
い
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

本
論
は
、
貞
文
の
活
躍
年
代
と
成
立
年
代
が
重
な
る
『
古
今
集
』
か
ら
、「
平

中
」
で
は
な
い
本
来
の
貞
文
像
を
導
き
出
し
、
そ
の
貞
文
像
の
変
容
の
一
因
を
、

『
古
今
和
歌
集
』
九
六
五
番
歌
の
享
受
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
な
お
、
本
論
で
は
「
色
好
み
」
と
い
う
語
は
貞
文
や
「
平
中
」
に
対

し
て
用
い
ら
れ
る
例
を
鑑
み
、
男
女
交
際
の
淫
奔
な
こ
と
を
示
す
否
定
的
な
意

味
で
用
い
る
。

二　
『
古
今
集
』
同
時
代
歌
人
と
し
て
の
平
貞
文

歌
人
と
し
て
の
貞
文
の
姿
を
最
も
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
の
は
、
貞
文
活
躍

期
で
あ
る
九
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
前
半
に
編
纂
さ
れ
た
勅
撰
集
、『
古
今

歌
人
・
平
貞
文
像
の
変
容

―
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
の
享
受
を
通
し
て

―
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集
』
で
あ
る
。
貞
文
の
歌
は
『
古
今
集
』
に
九
首
入
集
す
る
。

『
古
今
集
』
は
紀
貫
之
、
紀
友
則
、
凡
河
内
躬
恒
、
壬
生
忠
岑
の
四
人
が
撰

者
と
な
っ
て
編
纂
さ
れ
た
日
本
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
で
、
仮
名
序
・
真
名
序
に

よ
る
と
九
〇
五
年
頃
完
成
と
さ
れ
る
が
、
確
認
で
き
る
最
も
新
し
い
歌
が
「
亭

子
院
歌
合
」
の
歌
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
の
形
に
な
っ
た
の
は
九
一
三

年
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
没
年
が
九
二
三
年
で
あ
る
貞
文
は
、『
古
今
集
』
編

纂
の
真
っ
た
だ
中
を
生
き
、
撰
者
達
と
同
時
代
の
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。『

古
今
集
』
の
収
載
歌
数
は
一
一
一
一
首
、
そ
の
う
ち
詠
者
が
判
明
し
て
い

る
も
の
が
六
五
一
首
、
よ
み
人
知
ら
ず
歌
が
四
六
〇
首
と
さ
れ
、
最
も
多
く
入

集
し
た
歌
人
は
撰
者
、
紀
貫
之
の
一
〇
二
首
で
、
詠
者
が
判
明
し
て
い
る
歌
の

一
五
・
六
％
を
占
め
る
。
貫
之
を
含
め
、
撰
者
四
人
の
歌
だ
け
で
詠
者
が
判
明

し
て
い
る
歌
の
四
三
・
二
％
を
占
め
、『
古
今
集
』
に
お
い
て
撰
者
の
存
在
が

大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。

ま
た
、
入
集
歌
人
は
男
性
九
九
名
、
女
性
二
五
名
の
計
一
二
四
名
で
あ
る
が
、

そ
の
多
く
は
一
首
や
二
首
の
み
入
集
し
て
い
る
歌
人
で
、
一
首
入
集
の
歌
人
が

六
七
人
、
二
首
入
集
の
歌
人
が
二
二
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
撰

者
で
は
な
い
貞
文
の
、
九
首
入
集
と
い
う
数
字
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。

『
古
今
集
』
内
の
歌
の
製
作
年
代
は
「
よ
み
人
知
ら
ず
時
代
の
歌
」「
六
歌
仙

時
代
の
歌
」「
撰
者
時
代
の
歌
」
の
三
つ
に
分
類
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

貞
文
の
詠
歌
が
含
ま
れ
る
の
は
「
撰
者
時
代
の
歌
」
で
あ
る
。「
撰
者
時
代
の

歌
」
で
撰
者
を
除
き
、
多
く
入
集
し
た
同
時
代
歌
人
を
挙
げ
る
と
入
集
歌
数
順

に
、
素
性
法
師
、
伊
勢
、
藤
原
敏
行
、
清
原
深
養
父
、
藤
原
興
風
、
在
原
元
方
、

大
江
千
里
、
平
貞
文
、
坂
上
是
則
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
は
貞
文
を
除
き
、

現
在
歌
人
と
し
て
認
識
さ
れ
る
が
、
同
じ
く
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
貞
文
だ
け

が
物
語
や
説
話
の
「
平
中
」
の
印
象
で
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
注
目

す
べ
き
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
古
今
集
』
撰
者
達
と
貞
文
の
関
係
性
が
複
数
の
歌
合
の
記
録
か

ら
確
認
で
き
る
。
特
に
、
宇
多
院
の
主
催
し
た
「
某
年
宇
多
院
物
名
歌
合
」
に

は
紀
貫
之
、
紀
友
則
、
壬
生
忠
岑
の
『
古
今
集
』
撰
者
三
人
や
藤
原
興
風
、
清

原
深
養
父
の
名
と
共
に
貞
文
の
名
が
確
認
で
き
る
。
貞
文
は
一
二
番
二
四
首
の

歌
合
の
内
、『
古
今
集
』
撰
者
の
紀
貫
之
に
次
ぐ
数
の
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
紛

れ
も
な
く
宇
多
歌
壇
の
歌
人
の
一
人
と
し
て
、
公
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、
貞
文
が
歌
合
を
主
催
し
た
記
録
も
あ
り
、
歌
人
と
し
て
私
的

な
活
動
も
行
っ
て
い
た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
、『
古
今
集
』
に
お
け
る
貞
文
の
歌
は
、
彼
が
歌
人
と
し

て
活
躍
し
た
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
貞
文
の
歌
が
入
集
す
る
他
の
ど
の

勅
撰
集
・
私
歌
集
・
物
語
よ
り
も
貞
文
の
本
来
の
姿
を
描
き
出
し
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
論
で
は
『
古
今
集
』
に
お
け
る
貞
文
詠
歌
を
、

平
貞
文
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
の
最
も
信
用
す
べ
き
資
料
と
し
て
扱
う
姿
勢
を

と
る
。

三　

平
貞
文
『
古
今
集
』
入
集
歌

寛
平
御
時
、
蔵
人
所
の
を
の
こ
ど
も
嵯
峨
野
に
花
見
む
と
て
ま
か
り

た
り
け
る
時
、
か
へ
る
と
て
み
な
歌
よ
み
け
る
つ
い
で
に
よ
め
る

花
に
あ
か
で
な
に
か
へ
る
ら
む
女
郎
花
お
ほ
か
る
の
べ
に
ね
な
ま
し
も
の
を

�

（
古
今
集
・
秋
上
・
二
三
八
・
平
貞
文
）

今
よ
り
は
う
ゑ
て
だ
に
見
じ
花
す
す
き
ほ
に
い
づ
る
秋
は
わ
び
し
か
り
け
り

�

（
古
今
集
・
秋
上
・
二
四
二
・
平
貞
文
）

仁
和
寺
に
菊
の
花
め
し
け
る
時
に
歌
そ
へ
て
奉
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
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れ
ば
、
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る

秋
を
お
き
て
時
こ
そ
有
り
け
れ
菊
の
花
う
つ
ろ
ふ
か
ら
に
色
の
ま
さ
れ
ば

�

（
古
今
集
・
秋
下
・
二
七
九
・
平
貞
文
）

白
河
の
し
ら
ず
と
も
い
は
じ
そ
こ
き
よ
み
流
れ
て
世
世
に
す
ま
む
と
思
へ
ば

�

（
古
今
集
・
恋
三
・
六
六
六
・
平
貞
文
）

枕
よ
り
又
し
る
人
も
な
き
恋
を
涙
せ
き
あ
へ
ず
も
ら
し
つ
る
か
な

�

（
古
今
集
・
恋
三
・
六
七
〇
・
平
貞
文
）

秋
風
の
吹
き
う
ら
が
へ
す
葛
の
葉
の
う
ら
み
て
も
猶
う
ら
め
し
き
か
な

�
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
二
三
・
平
貞
文
）

官
解
け
て
侍
り
け
る
時
よ
め
る

憂
き
世
に
は
門
さ
せ
り
と
も
見
え
な
く
に
な
ど
か
我
が
身
の
い
で
が
て
に
す
る

あ
り
は
て
ぬ
命
ま
つ
間
の
ほ
ど
ば
か
り
憂
き
こ
と
し
げ
く
思
は
ず
も
が
な

�

（
古
今
集
・
雑
下
・
九
六
四
、
九
六
五
・
平
貞
文
）

春
の
野
の
繁
き
草
葉
の
妻
ご
ひ
に
と
び
た
つ
雉
の
ほ
ろ
ろ
と
ぞ
な
く

�

（
古
今
集
・
雑
躰
・
一
〇
三
三
・
平
貞
文
）

貞
文
の
『
古
今
集
』
入
集
歌
九
首
の
内
訳
は
秋
歌
三
首
、
恋
歌
三
首
、
そ
の

他
三
首
で
、
全
て
独
詠
歌
で
あ
る
。
実
際
に
貞
文
と
同
時
代
に
生
き
た
撰
者
た

ち
が
選
ん
だ
『
古
今
集
』
入
集
歌
か
ら
は
本
来
の
貞
文
像
が
垣
間
見
え
る
。

二
三
八
番
歌
は
詞
書
に
あ
る
よ
う
に
右
兵
衛
少
尉
で
あ
っ
た
貞
文
が
、
蔵
人

所
の
男
性
達
と
の
嵯
峨
野
へ
の
花
見
に
出
向
い
た
際
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。

花
を
女
に
た
と
え
る
様
子
か
ら
一
見
「
色
好
み
」
な
歌
の
よ
う
な
印
象
を
受
け

る
。
し
か
し
、『
古
今
集
』
秋
歌
上
の
二
二
六
～
二
三
八
番
歌
ま
で
の
女
郎
花

を
詠
ん
だ
「
女
郎
花
歌
群
」
と
言
わ
れ
る
箇
所
で
は
、
そ
の
全
て
で
女
郎
花
を

女
に
例
え
て
お
り
、
一
般
的
な
表
現
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
よ
り
も
注
目
す

べ
き
は
花
に
「
飽
く
」
と
い
う
表
現
で
、
女
郎
花
の
花
に
対
し
て
「
飽
く
」
と

い
う
表
現
を
用
い
る
例
は
当
該
歌
が
最
も
古
い
例
で
あ
る
。
花
に
「
飽
く
」
と

い
う
表
現
は
、
通
常
桜
の
花
な
ど
に
用
い
ら
れ
、『
古
今
集
』
内
で
も
「
桜
花

春
く
は
は
れ
る
年
だ
に
も
人
の
心
に
飽
か
れ
や
は
せ
ぬ
（
古
今
集
・
春
上
・
六

一
・
伊
勢
）」「
春
霞
た
な
び
く
山
の
桜
花
見
れ
ど
も
飽
か
ぬ
君
に
も
あ
る
か
な

（
古
今
集
・
恋
四
・
六
八
四
・
友
則
）」
な
ど
の
例
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
歌
か

ら
は
、
貞
文
が
新
し
い
表
現
を
用
い
て
歌
を
詠
ん
で
い
た
と
い
う
歌
人
と
し
て

の
技
量
と
、
蔵
人
所
の
男
性
た
ち
と
共
に
野
遊
び
に
出
か
け
る
官
人
と
し
て
の

姿
が
窺
え
る
。

二
四
二
番
歌
も
詠
歌
状
況
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
花
す
す
き
」
が
秋

風
に
吹
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
に
見
え
な
い
秋
が
可
視
化
さ
れ
、
秋
の
わ

び
し
さ
が
耐
え
が
た
い
と
い
う
心
情
を
詠
む
。
当
該
歌
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は

『
躬
恒
集
』
の
贈
答
歌
に
お
い
て
、
躬
恒
が
詠
ん
だ
答
歌
と
の
類
似
で
あ
ろ
う
。

山
の
ほ
と
り
た
づ
ぬ
る
道
に
僧
の
家
あ
り
、
も
み
ぢ
散
り
み
ち
て
残

り
の
花
ま
が
き
に
あ
り
、
花
す
す
き
風
に
し
た
が
ひ
て
な
び
く
、
人

を
招
く
に
似
た
り
、
源
少
将
馬
よ
り
お
り
て

人
知
れ
ぬ
や
ど
に
な
う
ゑ
そ
花
す
す
き
招
け
ば
と
ま
る
我
に
や
は
あ
ら
ぬ

�

（
躬
恒
集
・
一
八
八
・
源
少
将
）

僧
に
か
は
り
て

今
よ
り
は
う
ゑ
こ
そ
ま
さ
め
花
す
す
き
穂
に
い
づ
る
と
き
ぞ
人
よ
り
き
け
る

�

（
躬
恒
集
・
一
八
九
・
躬
恒
）

『
躬
恒
集
』
内
の
記
述
か
ら
こ
の
躬
恒
の
返
歌
は
延
喜
一
八
年
に
詠
ま
れ
た

歌
で
あ
り
、『
古
今
集
』
二
四
二
番
歌
よ
り
も
後
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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こ
の
歌
と
『
古
今
集
』
二
四
二
番
歌
は
全
く
逆
の
内
容
を
、
ほ
ぼ
同
じ
言
葉
を

用
い
て
詠
む
。
共
通
語
数
は
「
今
よ
り
は
」「
う
ゑ
」「
花
す
す
き
」「
穂
に
い

づ
る
」
の
四
つ
で
、
結
句
以
外
ほ
ぼ
同
じ
語
を
用
い
る
。
こ
の
『
躬
恒
集
』
の

歌
か
ら
は
、
貞
文
が
『
古
今
集
』
撰
者
で
あ
る
躬
恒
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が

指
摘
で
き
る
。
貞
文
と
躬
恒
は
複
数
の
歌
合
に
同
席
し
た
こ
と
が
資
料
か
ら
確

認
で
き
る
上
、
躬
恒
自
身
が
貞
文
主
催
の
歌
合
に
参
加
し
た
記
録
も
あ
る
。
貞

文
と
躬
恒
に
歌
人
と
し
て
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

『
躬
恒
集
』
の
贈
答
は
、
躬
恒
が
『
古
今
集
』
二
四
二
番
歌
を
用
い
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
相
手
の
源
少
将
も
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
贈
答
で

あ
り
、
貞
文
の
歌
が
『
古
今
集
』
編
纂
期
の
人
々
に
周
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

二
七
九
番
歌
は
宇
多
院
に
菊
を
献
上
す
る
際
、
命
じ
ら
れ
て
詠
ん
だ
歌
で
あ

る
。
次
に
宇
多
院
が
『
古
今
集
』
内
で
人
に
歌
を
詠
め
と
命
じ
た
例
を
一
覧
に

す
る
。

巻

歌
番
号

命
じ
た
相
手

記
述

秋
上

一
七
七

紀
友
則
（
人
に
代
わ
り
て
詠

め
る
）

歌
奉
れ

秋
下

二
七
九

平
貞
文

歌
そ
へ
て
奉
れ

秋
下

三
〇
五

凡
河
内
躬
恒

よ
ま
せ
給
ひ
け
れ
ば

秋
下

三
一
〇

藤
原
興
風

古
き
歌
奉
れ

恋
五

八
〇
二

素
性
法
師

御
屏
風
に
歌
書
か
せ
給
ひ
つ
る
時

雑
上

九
一
九

紀
貫
之

よ
ま
せ
給
ひ
け
る

雑
上

九
二
七

橘
長
盛

歌
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
に
よ
め
る

雑
躰

一
〇
六
七

凡
河
内
躬
恒

題
に
て
よ
ま
せ
給
ひ
け
る

宇
多
院
か
ら
歌
を
詠
む
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
相
手
は
凡
河
内
躬
恒
が
三
度
と

最
も
多
い
。
ま
た
、
宇
多
院
は
、
紀
貫
之
、
紀
友
則
、
凡
河
内
躬
恒
、
素
性
法

師
、
藤
原
興
風
な
ど
、『
古
今
集
』
撰
者
と
、
貞
文
を
含
む
『
古
今
集
』
多
数

歌
入
集
歌
人
達
に
歌
を
詠
む
よ
う
命
じ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
貞
文
は

『
古
今
集
』
撰
者
時
代
の
歌
人
と
し
て
宇
多
院
か
ら
歌
を
求
め
ら
れ
、
公
に
歌

人
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

恋
歌
の
六
六
六
、
六
七
〇
、
八
二
三
番
歌
の
三
首
も
同
じ
く
詠
歌
状
況
不
明

の
歌
で
あ
る
。
貞
文
の
『
古
今
集
』
入
集
の
恋
歌
に
は
そ
の
後
の
「
平
中
」
が

持
つ
よ
う
な
「
色
好
み
」
な
属
性
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
同
音
の
繰
り
返

し
や
掛
詞
な
ど
技
巧
的
な
表
現
を
用
い
る
様
子
が
見
ら
れ
、
歌
人
と
し
て
活
躍

し
た
人
物
ら
し
い
恋
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

九
六
四
、
九
六
五
番
歌
は
貞
文
が
官
職
を
解
か
れ
た
際
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

『
古
今
集
』
内
で
官
職
に
関
す
る
憂
い
を
詠
ん
だ
歌
は
九
六
一
～
九
六
七
番
歌

の
た
っ
た
七
例
、
さ
ら
に
官
職
を
解
か
れ
た
こ
と
を
詠
む
歌
は
そ
の
う
ち
四
例

で
、
そ
の
半
数
を
貞
文
の
歌
が
占
め
る
。
こ
の
二
首
か
ら
は
、
宇
多
院
の
生
母

を
大
叔
母
に
持
ち
な
が
ら
も
官
位
が
低
か
っ
た
貞
文
が
、
官
人
と
し
て
苦
悩
を

抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

一
〇
三
三
番
歌
は
い
わ
ゆ
る
誹
諧
歌
で
、
雉
の
「
ほ
ろ
ろ
」
と
い
う
鳴
き
声

に
自
身
が
「
ほ
ろ
ほ
ろ
」
と
泣
く
様
子
を
掛
け
る
。
上
の
句
の
「
春
の
野
の
し

げ
き
草
葉
の
妻
こ
ひ
」
は
『
万
葉
集
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
序
詞
の
用
法
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
新
た
な
表
現
を
用
い
た
歌
を
詠
ん
で
い
る
部
分
に
恋
歌
と

同
じ
く
技
巧
的
な
歌
を
詠
む
貞
文
の
歌
人
と
し
て
の
姿
が
見
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
古
今
集
』
に
お
け
る
貞
文
は
、
多
数
の
歌
が
入
集
し
、

撰
者
や
宇
多
歌
壇
の
歌
人
た
ち
と
共
に
活
躍
し
た
歌
人
で
あ
っ
た
。
貞
文
と
実

際
に
歌
人
と
し
て
関
わ
り
の
あ
っ
た
『
古
今
集
』
撰
者
た
ち
が
入
集
さ
せ
た
貞
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文
の
歌
は
、
本
来
の
彼
の
姿
を
知
る
た
め
の
資
料
と
な
る
。
そ
の
貞
文
の
『
古

今
集
』
入
集
歌
か
ら
浮
か
び
上
が
る
人
物
像
は
、
後
世
の
我
々
が
「
平
中
」
か

ら
想
像
す
る
、「
色
好
み
」
な
姿
と
は
異
な
り
、
官
人
と
し
て
自
ら
の
官
職
に

悩
み
、
歌
人
と
し
て
技
巧
的
な
歌
を
詠
み
、
新
た
な
歌
の
表
現
に
挑
戦
す
る
姿

で
あ
っ
た
。四　

『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
の
享
受

歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
本
来
の
貞
文
の
姿
を
残
す
『
古
今
集
』
入
集
歌
の
内
、

最
も
人
々
に
伝
播
し
た
歌
は
九
六
五
番
歌
で
あ
る
。
九
六
五
番
歌
は
そ
の
詞
書

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
貞
文
が
官
職
を
解
か
れ
て
嘆
く
心
情
を
詠
む
、
男
性

の
官
人
特
有
の
詠
歌
状
況
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
が
伝
播
し
た
こ
と

は
『
新
撰
和
歌⑴
』『
俊
頼
髄
脳⑵
』『
定
家
八
代
抄⑶
』
な
ど
の
歌
論
書
で
引
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
九
六
五
番
歌
は
貞
文
詠
歌
の

中
で
最
も
伝
播
し
た
歌
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
享
受
に
目

を
向
け
る
と
、
本
来
の
歌
意
と
は
異
な
っ
た
形
で
行
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
事
は
、
後
の
「
色
好
み
」
な
貞
文
や
「
平
中
」
像
を
形
作
る
一
因
と
も
な
っ

た
。次

に
挙
げ
る
の
は
、『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
の
享
受
の
例
で
あ
る
。

あ
り
は
て
ぬ
命
待
つ
間
の
ほ
ど
ば
か
り
憂
き
こ
と
し
げ
く
思
は
ず
も
が
な

�

（
伊
勢
集
・
一
六
八
・
伊
勢
）

な
が
か
ら
ぬ
命
待
つ
間
の
ほ
ど
ば
か
り
憂
き
こ
と
し
げ
く
嘆
か
ず
も
が
な

�

（
重
之
女
集
・
一
一
五
・
重
之
女
）

よ
う
さ
り
、
ま
か
り
出
で
て
文
見
る
に
、
殿
な
り
け
る
も
の
を
、
ま

づ
開
け
て
、
い
み
じ
う
言
は
れ
て
も
、
み
づ
か
ら
の
み

あ
り
は
て
ぬ
命
待
つ
間
の
程
ば
か
り
い
と
か
く
物
を
思
は
ず
も
が
な

�

（
和
泉
式
部
続
集
・
六
四
七
・
和
泉
式
部
）

あ
り
は
て
ぬ
身
だ
に
心
に
か
な
は
ず
は
思
ひ
の
外
の
世
に
も
ふ
る
か
な

�

（
赤
染
衛
門
集
・
三
五
・
大
江
為
基
）

故
御
息
所
の
御
姉
、
お
ほ
い
こ
に
あ
た
り
た
ま
ひ
け
る
な
む
、
い
と
ら
う
ら

う
じ
く
、
歌
よ
み
た
ま
ふ
こ
と
も
、
お
と
う
と
た
ち
御
息
所
よ
り
も
ま
さ
り

て
な
む
い
ま
す
か
り
け
る
。
わ
か
き
時
に
、
女
親
は
う
せ
た
ま
ひ
に
け
り
。

ま
ま
母
の
手
に
い
ま
す
か
り
け
れ
ば
、
心
に
も
の
の
か
な
は
ぬ
時
も
あ
り
。

さ
て
よ
み
た
ま
ひ
け
る
。

あ
り
は
て
ぬ
命
待
つ
ま
の
ほ
ど
ば
か
り
憂
き
こ
と
し
げ
く
嘆
か
ず
も
が
な

と
な
む
よ
み
た
ま
ひ
け
る
（
略
）�

（『
大
和
物
語
』　

第
一
四
二
段
）

こ
の
よ
う
に
九
六
五
番
歌
は
、
多
く
の
場
合
女
性
に
よ
っ
て
、
自
身
の
身
の

上
に
関
す
る
憂
い
を
詠
む
際
に
享
受
さ
れ
る
。『
古
今
集
』
の
歌
意
の
ま
ま
、

男
性
が
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
例
は
『
赤
染
衛
門
集
』
の
大
江
為

基
の
例
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、『
源
氏
物
語
』
の
松
風
、
鈴
虫
、
宿
木
巻⑷
や
『
住

吉
物
語
』
上
巻⑸
に
お
い
て
も
、
引
歌
と
し
て
女
性
の
登
場
人
物
が
男
女
の
仲
に

対
す
る
憂
い
を
感
じ
た
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
伝
播
し
、
享
受
さ
れ
た
歌
で
あ
り
な
が
ら
、
貞
文
の
歌
を
も
と
に

創
作
さ
れ
た
『
平
中
物
語
』
で
は
、『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
が
確
認
で
き
な
い
。

『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
に
相
当
す
る
別
の
歌
が
、『
古
今
集
』
九
六
四
番
歌
と

同
じ
歌
と
と
も
に
第
一
段
に
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。『
古
今
集
』
九
六
五
、

九
六
五
番
歌
と
『
平
中
物
語
』
第
一
段
の
当
該
部
分
の
詠
歌
状
況
は
ど
ち
ら
も

官
職
を
解
か
れ
た
悩
み
を
歌
に
詠
み
、
近
似
し
て
い
る
。
そ
の
上
、『
古
今
集
』
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九
六
四
番
歌
と
同
じ
歌
は
確
認
で
き
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
九
六
五
番
歌
に
相

当
す
る
歌
だ
け
が
異
な
っ
た
形
を
残
し
て
い
る
。

あ
り
は
て
ぬ
命
待
つ
間
の
ほ
ど
ば
か
り
憂
き
こ
と
し
げ
く
思
は
ず
も
が
な

�

（
古
今
集
・
雑
下
・
九
六
五
・
平
貞
文
）

な
り
は
て
む
身
を
ま
つ
山
の
ほ
と
と
ぎ
す
い
ま
は
か
ぎ
り
と
鳴
き
隠
れ
な
む

�

（『
平
中
物
語
』
第
一
段
・
平
中
）

こ
の
二
首
は
一
見
よ
く
似
た
歌
の
よ
う
に
も
感
じ
る
が
、
全
く
の
別
の
歌
で

あ
り
、
類
歌
と
す
る
に
も
無
理
が
あ
る
。
現
存
の
『
平
中
物
語
』
に
は
『
古
今

集
』
の
九
六
四
番
歌
は
確
認
で
き
て
も
、
九
六
五
番
歌
は
確
認
で
き
な
い
。『
平

中
物
語
』
成
立
当
初
か
ら
九
六
五
番
歌
に
相
当
す
る
歌
が
な
か
っ
た
か
、
伝
承

の
過
程
で
今
の
形
に
な
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、『
古
今
集
』
と
同
じ
詠
歌
状
況

で
九
六
五
番
歌
だ
け
が
確
認
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
は
、
貞
文
が
官
職
を
解
か
れ
た

と
い
う
非
常
に
男
性
的
な
詠
歌
状
況
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
貞

文
本
人
と
は
切
り
離
さ
れ
、
女
性
た
ち
、
女
性
登
場
人
物
の
歌
と
し
て
享
受
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
の
享
受
に
関
し
い
く
つ
か
の
先
行
研

究
が
あ
る
。
堀
一
郎
氏
は
古
く
か
ら
秀
歌
と
し
て
認
め
ら
れ
た
九
六
五
番
歌
は
、

人
々
の
人
生
の
慨
嘆
の
場
で
口
ず
さ
ま
れ
、『
大
和
物
語
』
に
お
い
て
虚
構
の

女
性
の
歌
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
貞
文
の
歌
で
あ
っ
て
貞
文
の
歌
で
な
く

な
っ
た⑹
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
玉
田
沙
織
氏
は
、
九
六
五
番
歌
は
貴
族
社
会

に
広
く
知
ら
れ
、
平
安
時
代
半
ば
頃
に
は
女
性
が
い
か
に
「
命
待
つ
間
」
を
生

き
る
か
と
い
う
命
題
の
下
に
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
、
更
に
、
九
六

五
番
歌
の
「
憂
き
こ
と
」
の
抽
象
性
が
読
み
換
え
の
余
地
を
残
し
、
一
首
全
体

が
普
遍
的
な
嘆
き
を
詠
じ
て
い
た
為
に
様
々
な
享
受
を
生
ん
だ⑺
と
指
摘
す
る
。

両
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
貞
文
の
九
六
五
番
歌
は
、
官
人
と
し
て
の
憂
い
を
詠

み
な
が
ら
も
、
そ
の
歌
は
次
第
に
異
な
っ
た
形
で
享
受
さ
れ
、
貞
文
本
人
か
ら

乖
離
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
が
女
性
た
ち
に
よ
り
男
女
関
係
に
関
す
る

憂
い
を
詠
む
歌
と
し
て
享
受
さ
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
大
和
物
語
』
が
最

も
古
い
享
受
の
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
貞
文
と
同
時
代
の
歌
人
、
伊
勢
の

私
家
集
『
伊
勢
集
』
に
も
、『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
は
確
認
で
き
る
が
、
こ

れ
は
享
受
と
い
う
よ
り
も
混
入
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
こ
の
『
伊
勢
集
』

へ
の
混
入
は
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
が
女
性
の
歌
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た

か
ら
こ
そ
起
き
た
混
入
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
つ
ま
り
こ
の
混
入
は
、

九
六
五
番
歌
が
女
歌
と
し
て
扱
わ
れ
た
が
故
に
、
後
の
人
々
に
よ
っ
て
伊
勢
の

歌
と
し
て
収
載
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
重
之
女
集
』
と
『
和
泉
式
部
続
集
』
に
お
け
る
享
受
に
つ
い
て
は
、
直
接

の
関
係
が
確
認
で
き
る
。
和
泉
式
部
が
重
之
女
か
ら
歌
人
と
し
て
影
響
を
受
け

て
い
た
こ
と
が
『
重
之
女
集
』
と
『
和
泉
式
部
続
集
』
を
比
較
す
る
こ
と
で
明

ら
か
に
な
り
、『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
の
享
受
に
つ
い
て
も
、
重
之
女
と
和

泉
式
部
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
た
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

平
田
喜
信
氏
は
『
重
之
女
集
』
と
『
和
泉
式
部
続
集
』
の
九
六
五
番
歌
の
享
受

に
対
し
、『
古
今
集
』
か
ら
の
安
易
な
流
用
で
は
な
い
と
し
た
上
、
二
人
の
女

性
歌
人
の
歌
集
が
共
に
貞
文
の
九
六
五
番
歌
を
踏
ま
え
た
巻
末
歌
を
有
し
て
い

る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
く
、
女
歌
と
し
て
も
通
用
す
る
九
六
五
番
歌
が
平
安
中

期
の
女
性
た
ち
に
馴
染
ん
だ
歌
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、

『
大
和
物
語
』
一
四
二
段
で
用
い
ら
れ
た
例
を
「
ま
さ
に
典
型
的
な
女
歌
と
し
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て
の
転
用
」
で
あ
る
と
し
、『
古
今
集
』
の
九
六
五
番
歌
さ
え
も
伝
承
の
一
部

で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
作
者
を
さ
ほ
ど
意
識
せ
ず
、
女
性
た
ち
に
享
受
さ
れ

た
と
す
る
。
ま
た
、『
重
之
女
集
』『
和
泉
式
部
続
集
』
は
『
古
今
集
』
よ
り
も

む
し
ろ
、『
大
和
物
語
』
に
見
る
よ
う
な
歌
語
り
の
世
界
を
直
接
の
契
機
と
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る⑻
と
指
摘
す
る
。

『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
が
伝
承
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
点
は
、「
あ
り
は
て

ぬ
」
や
「
命
待
つ
間
」
と
詠
ん
だ
歌
の
例
が
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
以
前
に

確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
和
泉
式
部
が

重
之
女
か
ら
様
々
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
『
古
今
集
』

九
六
五
番
歌
の
女
性
た
ち
に
よ
る
享
受
が
、
重
之
女
か
ら
和
泉
式
部
に
受
け
継

が
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
疑
う
余
地
は
な
い
。『
伊
勢
集
』
を
混
入
と
考
え
る
と
、

『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
が
享
受
さ
れ
た
最
古
の
例
は
『
大
和
物
語
』
と
な
る
。

ま
た
、『
古
今
集
』
全
体
が
人
々
に
享
受
さ
れ
た
際
、
普
遍
的
な
嘆
き
を
詠
む

と
も
と
れ
る
九
六
五
番
歌
は
様
々
な
場
面
で
享
受
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
普
遍

的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
享
受
に
男
女
の
別
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え

る
と
、
や
は
り
女
歌
と
し
て
享
受
さ
れ
る
要
素
は
『
古
今
集
』
に
は
な
い
。
そ

し
て
、『
大
和
物
語
』
が
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
を
女
歌
と
し
て
以
降
、
多

く
の
女
性
に
享
受
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌

を
女
歌
と
し
て
確
立
さ
せ
た
の
は
『
大
和
物
語
』
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。『
大

和
物
語
』
が
貞
文
の
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
を
架
空
の
女
性
の
歌
と
し
た
こ

と
に
よ
り
、
貞
文
本
人
と
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
を
乖
離
さ
せ
、
結
果
的
に

は
貞
文
か
ら
歌
人
と
し
て
の
属
性
を
奪
う
原
因
と
も
な
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で

き
る
の
で
あ
る
。

五　
『
大
和
物
語
』
が
『
古
今
和
歌
集
』
九
六
五
番
歌
で 

　
　

虚
構
の
物
語
を
創
作
し
た
背
景
と
影
響

『
大
和
物
語
』
に
お
い
て
「
平
貞
文
」
と
い
う
記
述
は
確
認
で
き
な
い
が
、「
平

中
」
の
登
場
章
段
が
四
六
、
六
四
、
一
〇
三
、
一
二
四
段
の
四
つ
確
認
で
き
る
。

よ
っ
て
、『
大
和
物
語
』
に
は
「
平
中
」
登
場
章
段
が
四
つ
と
、
貞
文
の
和
歌

が
享
受
さ
れ
た
章
段
が
一
つ
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

多
く
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、『
大
和
物
語
』
は
そ
の
内
容
で

二
分
割
で
き
る
。
そ
の
区
切
れ
は
諸
説
あ
る
が
、
多
く
の
先
行
研
究
が
従
う
一

四
六
段
と
一
四
七
段
の
間
に
区
切
れ
が
あ
る
と
い
う
説
に
従
う
。
そ
の
上
で
、

第
一
部
は
「
古
今
集
時
代
か
ら
後
撰
集
時
代
の
話
」、
第
二
部
は
「
古
今
集
時

代
以
前
の
話
や
伝
承
・
伝
説
な
ど
の
話
」
と
い
う
区
別
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
っ
て
、「
平
中
」
登
場
章
段
や
、
貞
文
の
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
は
第
一

部
に
の
み
確
認
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
次
に
、『
大
和
物
語
』
内
の
『
古
今
集
』

入
集
歌
を
確
認
す
る
と
、『
大
和
物
語
』
第
一
部
に
は
五
首
、
第
二
部
に
は
一

〇
首
計
一
五
首
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
は
阿
部
俊
子
氏
の
『
校
本
大
和
物
語
と

そ
の
研
究⑼
』
を
参
考
と
し
た
。
な
お
、
阿
部
氏
は
一
四
三
段
の
和
歌
を
『
古
今

集
』
七
一
八
番
歌
と
同
一
と
し
た
が
、
類
歌
と
判
断
し
同
一
と
し
て
扱
わ
な
い
。

第
一
部
の
『
古
今
集
』
入
集
歌
五
首
と
共
通
歌
を
持
つ
五
章
段
は
、
一
四
二

段
以
外
に
二
六
、
七
五
、
一
四
四
、
一
四
五
段
で
あ
り
、
五
章
段
の
内
、
一
四

二
段
と
二
六
段
以
外
は
『
古
今
集
』
の
詠
歌
状
況
と
差
異
は
な
い
。

第
二
六
段
は
『
古
今
集
』
八
一
一
番
歌
の
読
み
人
、
詠
歌
状
況
共
に
不
明
の

歌
を
用
い
、
孚
子
内
親
王
（
桂
の
み
こ
）
と
敦
康
親
王
と
の
恋
愛
関
係
の
噂
を

基
に
し
た
創
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
孚
子
内
親
王
と
敦
康
内
親
王
の
関
係

に
つ
い
て
は
『
大
和
物
語
』
二
〇
段
や
『
後
撰
集
』
で
も
確
認
で
き
る
た
め
、
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全
く
の
虚
構
で
は
な
く
、『
古
今
集
』
の
読
み
人
知
ら
ず
歌
を
用
い
て
二
人
の

話
を
補
強
す
る
形
で
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、『
大
和
物
語
』
第
一
部
の
『
古
今
集
』
と
共
通
歌
を
持
つ
章
段
の

中
で
、
一
四
二
段
だ
け
が
全
く
の
虚
構
で
あ
る
事
は
異
例
で
あ
る
と
指
摘
で
き

る
。ま

た
、「
平
中
」
登
場
章
段
の
内
容
を
確
認
す
る
と
そ
の
全
て
が
女
と
の
歌

の
贈
答
を
含
ん
だ
恋
を
描
い
た
章
段
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
大
和
物
語
』

全
体
の
内
容
を
確
認
す
る
と
必
ず
し
も
恋
を
描
い
た
章
段
だ
け
が
多
い
わ
け
で

は
な
い
。
貞
文
を
も
と
に
し
た
「
平
中
」
が
登
場
す
る
章
段
が
あ
り
な
が
ら
も
、

な
ぜ
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
を
架
空
の
女
性
の
歌
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、「
平
中
」
登
場
章
段
が
全
て
恋
の
話
で
あ
る
こ
と

に
注
目
す
る
と
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

『
大
和
物
語
』
第
一
段
に
お
い
て
「
平
中
」
登
場
章
段
は
全
て
恋
愛
関
係
の

章
段
で
あ
る
が
、
他
の
登
場
人
物
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
『
大
和
物
語
』

第
一
部
内
で
複
数
回
登
場
す
る
登
場
人
物
と
そ
の
章
段
の
内
容
を
調
査
し
た
。

す
る
と
、『
大
和
物
語
』
第
一
部
に
は
登
場
人
物
の
描
き
方
に
一
定
の
方
針
が

あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
の
表
は
『
大
和
物
語
』
第
一
部
の
複
数
章
段
登
場
人
物
を
挙
げ
、
そ
の
登

場
章
段
の
内
容
を
恋
、
離
別
、
官
人
、
和
歌
、
他
の
五
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ら

の
回
数
を
一
覧
に
し
た
。
各
項
目
の
内
容
は
、「
恋
」
は
章
段
内
で
恋
愛
を
し

て
い
る
章
段
、「
離
別
」
は
別
れ
に
際
し
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
章
段
、「
官
人
」

で
は
宮
中
で
の
官
人
と
し
て
の
活
動
が
描
か
れ
て
い
る
章
段
、「
歌
」
は
上
記

三
つ
以
外
で
歌
を
詠
ん
で
い
る
章
段
、「
他
」
は
名
前
の
み
が
登
場
す
る
等
、

話
の
本
筋
と
は
関
わ
り
の
な
い
章
段
で
あ
る
。

名前（作中表記） 登場回数 恋 離別 官人 和歌 他

敦康親王（（故）式部卿宮） ８ ５ １ ２

藤原兼輔（堤中納言） ８ １ ５ ２

孚子内親王（桂のみこ） ７ ７

元良親王（故兵部卿宮） ６ ５ １

平兼盛（兼盛） ５ ３ １ １

平貞文（平中） ４ ４

藤原敦忠（故権中納言） ４ ４

藤原定方（三条右大臣） ４ １ ２ １

藤原忠平（おほきおとゞ） ４ ３ １

源清蔭（（故）源大納言） ４ ３ １

藤原師尹（左兵衛の督の君、侍従の
君、あや君）

３ ３

藤原実頼（左のおとゞ） ３ １ １ １



― ―105

図
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、『
大
和
物
語
』
第
一
段
の
登
場
人
物
た
ち
の
描

か
れ
方
に
は
一
定
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
「
恋
」
に
関
す
る

章
段
に
描
か
れ
る
人
物
と
、
そ
う
で
は
な
い
人
物
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。『
大
和
物
語
』
第
一
部
に
は
様
々
な
人
物
が
登
場
す
る
が
、

「
恋
」
関
連
の
章
段
に
登
場
す
る
人
物
は
限
ら
れ
、
そ
う
で
は
な
い
人
物
は
全

く
「
恋
」
関
連
の
章
段
に
表
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
偶
然
と
い
う
に

は
あ
ま
り
に
も
明
確
に
描
き
分
け
ら
れ
、
そ
の
上
「
官
人
」
関
連
の
章
段
に
登

場
す
る
人
物
と
「
恋
」
の
章
段
に
登
場
す
る
人
物
が
重
な
ら
な
い
と
い
う
点
も

興
味
深
い
。

仮
に
貞
文
の
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
を
、
本
来
の
詠
歌
状
況
の
ま
ま
「
平

中
」
を
主
人
公
に
歌
語
り
に
し
た
場
合
、
官
途
に
嘆
く
姿
は
明
ら
か
に
「
官
人
」

に
分
類
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、『
大
和
物
語
』
第
一
部
の
「
恋
」
の

章
段
と
「
官
人
」
の
章
段
の
両
方
に
登
場
す
る
人
物
は
い
な
い
と
い
う
傾
向
に

反
す
る
こ
と
と
な
る
。

『
大
和
物
語
』
は
『
古
今
集
』
や
『
後
撰
集
』
な
ど
の
勅
撰
集
や
、
私
家
集

な
ど
に
基
づ
い
た
歌
語
り
の
内
容
と
そ
れ
ほ
ど
相
違
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。
し

か
し
、
物
語
で
あ
る
以
上
作
者
が
存
在
し
、
作
者
の
編
纂
意
図
に
基
づ
い
て
い

る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。『
大
和
物
語
』
第
一
部
の
登
場
人
物
の
描
か
れ
方
か

ら
は
、
作
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
に
一
定
の
役
割
を
持
た
せ
、
編
纂
し
て

い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
結
果
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
は
、

『
大
和
物
語
』
作
者
が
「
平
中
」
に
与
え
た
の
は
「
恋
を
す
る
男
」
と
し
て
の

姿
で
あ
り
、
宮
中
で
官
途
に
悩
む
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
の
貞
文
の
姿
で
は

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
を
架
空
の
女
性
が
詠
ん
だ

歌
と
し
て
用
い
、
物
語
を
創
作
し
た
と
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
よ
う
に
、『
大
和
物
語
』
で
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
を
用
い
、
架

空
の
女
性
の
物
語
を
創
作
し
た
こ
と
に
よ
る
効
果
は
、「
平
中
」
と
い
う
人
物

を
『
大
和
物
語
』
の
作
者
の
思
惑
通
り
に
「
恋
を
す
る
男
」
と
し
て
描
き
、
作

品
内
の
「
平
中
」
像
を
統
一
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
既
に
秀

歌
と
し
て
伝
播
し
て
い
た
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
を
用
い
物
語
を
創
作
す
る

手
腕
を
見
せ
る
こ
と
も
『
大
和
物
語
』
作
者
の
目
的
の
一
つ
に
は
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
が
、
結
果
的
に
は
貞
文
か
ら
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
を
引
き
離
し
、「
平

中
」
と
い
う
人
物
を
「
恋
を
す
る
男
」
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
に
効
果
を
発
し

た
。
こ
れ
以
降
、「
平
中
」
は
よ
り
「
恋
を
す
る
男
」
と
し
て
の
属
性
を
濃
く
し
、

や
が
て
「
色
好
み
」
の
属
性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、『
古
今
集
』
九
六

五
番
歌
は
女
歌
と
し
て
享
受
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

六　

終
わ
り
に

一
般
的
に
平
貞
文
と
い
う
人
物
は
「
平
中
」
と
同
一
の
存
在
と
見
な
さ
れ
、

「
色
好
み
」
の
属
性
を
以
て
語
ら
れ
る
。
し
か
し
本
来
、「
平
貞
文
」
は
実
際
の

貞
文
を
指
す
呼
称
と
し
て
、「
平
中
」
は
物
語
の
登
場
人
物
な
ど
、
創
作
の
存

在
を
指
す
呼
称
と
し
て
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
次
第
に
「
平

中
」
の
呼
称
は
貞
文
の
号
と
さ
れ
、「
色
好
み
」
な
姿
を
描
く
滑
稽
譚
と
共
に

享
受
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

実
際
の
貞
文
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
歌
人
で
、
交
流
が
あ
っ
た
撰
者
達
の
手

で
編
纂
さ
れ
た
『
古
今
集
』
が
最
も
信
頼
で
き
る
資
料
と
な
る
。『
古
今
集
』

の
貞
文
は
そ
の
入
集
歌
の
相
対
的
な
多
さ
か
ら
も
、
歌
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
、
そ
の
入
集
歌
か
ら
は
、
歌
を
用
い
て
宇
多
院
を
は
じ

め
と
す
る
宮
中
の
人
々
と
関
わ
る
様
子
や
、
官
人
と
し
て
官
途
に
悩
む
姿
、
新

た
な
表
現
を
用
い
て
歌
を
詠
む
こ
と
に
挑
戦
す
る
歌
人
と
し
て
の
姿
が
う
か
が

え
る
。
以
上
か
ら
貞
文
は
、『
古
今
集
』
成
立
期
に
お
い
て
撰
者
た
ち
に
と
同
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様
に
活
躍
し
た
歌
人
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
同
時
代
歌

人
た
ち
と
共
に
複
数
の
歌
合
に
参
加
し
た
記
録
も
あ
り
、
実
際
に
歌
人
と
し
て

の
活
躍
が
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
貞
文
の
歌
の
享
受
を
見
る
と
、
貞
文
本
人
と
は
乖
離
し
て
享
受
さ

れ
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

貞
文
詠
歌
の
中
で
最
も
伝
播
し
た
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
は
、
官
途
に
悩

む
心
情
を
詠
む
と
い
う
男
性
官
人
特
有
の
詠
歌
状
況
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
享
受
の
例
を
見
れ
ば
ほ
と
ん
ど
が
女
性
に
享
受
さ
れ
て
い
る
。

『
古
今
集
』
入
集
歌
は
ど
れ
も
男
女
問
わ
ず
伝
播
し
、
様
々
な
形
で
享
受
さ
れ

た
。
九
六
五
番
歌
は
本
来
の
歌
意
以
外
に
も
様
々
な
場
面
で
利
用
で
き
る
普
遍

性
が
あ
る
が
、
女
性
に
ば
か
り
享
受
さ
れ
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
特
徴
を
持
つ
。

こ
の
特
徴
は
『
大
和
物
語
』
が
物
語
内
で
「
平
中
」
に
「
恋
を
す
る
男
」
と
し

て
の
属
性
を
付
す
た
め
、『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
を
架
空
の
女
性
の
歌
と
し

て
利
用
し
、
そ
の
内
容
が
女
性
た
ち
の
共
感
を
呼
び
享
受
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と

で
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。『
大
和
物
語
』
に
よ
る
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
の

利
用
は
、
貞
文
本
人
か
ら
『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌
だ
け
で
は
な
く
、
歌
人
と

し
て
の
属
性
ま
で
も
乖
離
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
貞
文
は
「
恋

を
す
る
男
」
と
し
て
の
属
性
を
強
め
、
や
が
て
「
色
好
み
」
の
属
性
を
以
て
語

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
貞
文
の
人
物
像
の
変
容
は
、『
古
今
集
』
九
六
五
番
歌

の
享
受
を
見
る
こ
と
で
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

注
⑴　
『
新
撰
和
歌
』
三
三
五
番
歌
（『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
）

⑵　
『
俊
頼
髄
脳
』
一
二
八
番
歌
（『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
）

⑶　
『
定
家
八
代
抄
』
一
五
四
一
番
歌
（『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
）

⑷　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』　

松
風
巻
（
②
四
〇
二
頁
）、
鈴
虫
巻
（
④

三
七
八
頁
）、
宿
木
巻
（
⑤
四
〇
八
頁
）

⑸　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
住
吉
物
語
』　

上
巻
（
新
編
全
集
九
三
頁
）

⑹　

堀
一
郎
「
歌
の
受
容
と
物
語　

平
定
文
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
本
文
藝
學
』
第

三
十
五
号　

１
９
９
９
年
３
月
20
日

⑺　

玉
田
沙
織
「
平
中
「
あ
り
は
て
ぬ
」
詠
受
容
に
見
る
女
人
の
生
」『
名
古
屋
大
学

国
語
国
文
学
』
１
０
７
巻
２
０
１
４
年
11
月

⑻　

平
田
喜
信
「『
も
の
思
へ
ば
』『
も
の
思
ふ
』
考
」『
王
朝
和
歌
と
史
的
研
究
』
笠

間
書
院　

１
９
９
７
年
12
月

⑼　

阿
部
俊
子
『
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究　

増
補
版
』
三
省
堂　

１
９
７
４
年

＊
歌
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
適
宜
表
記
を
改
め
た
。

＊
本
論
に
お
け
る
『
大
和
物
語
』
本
文
引
用
は
、
片
桐
洋
一
・
福
井
貞
助
・
高
橋
正
治
・

清
水
好
子
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

12　

竹
取
物
語　

伊
勢
物
語　

大
和
物
語　

平
中
物
語
』
に
よ
る
。


